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I. はじめに

東京方言の ｢ノポル｣と ｢アガル｣の意味特徴につ

いては,これまで柴田武絹1976や池上義彦1977などの

勝れた御研究があり,ほとんど明確にされ,いわゆる

これら二語の基本的な追いの一つは,前者が (上への

移動の過程が中心)になるのに対し,後者は く上への

移動の結果が中心〉になると考えられている｡

ところが,沖縄宮古西原方言では,

(1a) zasTc-1''Nka'inuu'iく座敷にノポル)

(1b)Xzas'1'C'l''Nka'i'aga'iく座敗に7ガル)

のように東京方言の例とまったく逆の場合があり,西

棟方言の/nuu'i/と/'aga'i/の意味特徴は必ずしも

く過程〉とく結果〉に視点があるとはいえない｡また,

(2a)×tida nu nuu'iく太陽がノポル)

(2b) tida nu 'aga'iく太陽がアガル)

の例で(2a)が使えないことも東京方言の ｢ノポル｣

の用法と異なる点である｡このように,西原方言の/

nuu'i/と/'aga'i/は東京方言の ｢ノポル｣と ｢アガ

ル｣の意味用法にそのまま対応するとは考えられない｡

そこで,西原方言の/nuu'i/と/'aga'i/の意味特徴

を明らかにする必要がある｡

本稿は.以上の観点から西原方言の/nuu'i/と/

'aga'i/の意味特徴を記述する｡

なお,/nuu'i/と/'aga'i/は音韻法則上,東京方言

の/noboru/ くのぼる)と/'agaru/ くあがる)にそ

れぞれ対応する語である｡

注.ここでは/nuu'i/,/'aga'i/が ｢連用形+

居り｣であるかどうかは問わない｡

2. /nuu'i/と/'aga'i/の恵味分析

2.1 移動の主体

西原方言の/nuu'i/と/'aga'i/は,いずれも東京

方言同様 くある主体が上の方向へ移動する)という意

味特徴を有する移動動詞である｡

注. く上の方向〉とは相対的な概念であり,頭の

方向が上の方向である｡

しかし,これら二語が(過程)とく結果)という意味

特徴に関係しないことは前記した｡たとえば,次のと

おりである｡

(3a) nika'i'Nka'inuurii'u'iく二階にノポッ

テいる)

(3b)xnika'i'Nka'i'agarii●u'iく二階にアガ

ッテいる)

(3a)は,①ロープなどを用いてよじ登っている場

令,②二階に上っている状態を表わす場合の二通りの

意味が考えられる｡このうち,①は く過程)に視点が

あるのだから東京方言の ｢ノポル｣も使用可能であろ

う｡しかし,②は く結果〉に視点があるにもかかわら

ず,当方言では/nuu'i/が用いられる｡このように,

/nuu'i/と/■aga'i/は東京方首の ｢ノポル｣と ｢ア

ガル｣とは性格を異にし,いわば/nuu'i/の用法が/

'aga'i/に較べて広くなっている｡

注.上代日本語の ｢ノポル｣も ｢アガル｣より用

法が広かったようである (r時代別国語大辞典 上

代絹J三省堂)｡

そこで.まずこれら二語がどのような主体に用いら

れるかについて検討する｡

既に,(la)と(3a)から/nuu'i/の主体が [+

human]であろうことは理解されたが,さらに (2

a),(2b)から/nuu'i/と/'aga'i/の主体は [±

animate]であろうと推定される｡

(4a) kii'Nka'inuu'iく木にノポル)

(5a) 'jaa nu hana taahinuu'iく屋根上ま

でノポル)

(4),(5)の文はともに/'aga'i/を用いない｡そし

て,(4a)および (5a)の主体はいずれも人間ま

たは上への移動能力のある動物 (猿,描,犬など)で

ある｡しかも,西原方言では (2a)のように太陽に

/nuu'i/を用いないし,

(6a)×kjuus'l'nu ti'N ka'inuu'iく壇が空に

- 46-



ノポル)

(6b)kjuus'll nu ti'N ka'i'aga'iく壇が空に

アガル)

(7a)x'ic'l'kinu nuu'iく海気がノポル)

(7b)'icTkinu 'aga'iく暢気がアガル)

などのように壇や海気にも/nuu'i/を用いない｡また,

広い意味での空間的移動を示す場合に,

(8a)'uugii'atu 'N 'i'N karanuu'iく泳い

だ後,海からノポル)

(8b)×'uugii'atu 'N 'i'N kara 'aga'iく泳い

だ後,海からアガル)

と/nuu'i/を用い/'aga'i/を使わない｡従って,以

上の事実から/nuu'i/の主体は [+animate]であり,

/'aga'i/のそれは [-animate]であると考えられる｡

/nuu'i/:く主体は [+animate])

/'aga'i/:〈主体は [-animate])

2.2 移動の状態

次に,/nuu'i/と/'aga'i/の移動状態の特徴につ

いて述べる｡

まず,/nuu'i/の移動の状態では次の特徴があげら

れる｡

(9b) saQtiitiinu'aga'ita'iくサッと手がア

かyタ)

(lob)'NzTkatanudu'agarii'u■iく右屑が

アガッテいる)

即ち,手や屑は全体の中の一部分であり,その一部分

の移動の際には/nuu'i/は使用されない｡このことか

ら,/nuu'i/は東京方言と同じく,〈全体的な移動)

の状態を示し,/'aga'i/にはそのような制約はない｡

/nuu'i/:〈全体的な移動)

一方,/'aga'i/は移動状態として 〈基準点の移動〉

という特徴を持つ｡

(lla)Xkaa nu mizLl'nu nuu'ita'iく川の水面

がノポッタ)

(llb)kaa nu miZ'l'nu 'aga'ita'iく川の水面

がアガッタ)

(12a)×hida'inⅦ'ju nu hiQcja nuu'ita'iく左

の眉毛が少しノポッタ)

(12b)hida'inⅦ'ju nu hiQcja'aga'ita'iく左

の眉毛が少しアかノタ)

水面や眉毛はある一定の基畔点があるものと考えら

れ,これらはともに 〈基準点を移動する)状態を示し

ている｡

/'aga'i/:く基軌氏の移動〉

さらに,/nuu'i/と/'aga'i/には次のような特徴

が見られる｡

(13a)'ama'ina'u nu du nuuriiha■iく龍巻き

がノポッテ行く)

(13b)'ama'ina■u nu du 'agariiha'iく龍巻き

がアかッテ行く)

(13a),(13b)ともに使用可能である｡しかし,こ

れら二つは上昇する状態を異にする｡前者は,単に龍

巻きが抽象的に上昇する状態を示し,いわば静的な移

動である｡たとえば.遠くから見た龍巻きなどはこの

ような上昇移動をする｡これに対し,後者は旋風を伴

いくねりながら上昇する具体的な状態をあらわし,い

わゆる劫的な移動である｡これは,次に示す例文から

も支持されよう｡

(Ida)'ama'ina'u nu du nuurii'agariiha'i

く龍巻きがノポッテ,アかソテ行く)

(14b)Xama'ina●u nu du 'agariinuuriiha'i

く馳巻きがアかyテ,ノポッテ行く)

即ち,視覚的に龍巻きの動きが認められる地上に近い

状態での上昇では/nuu'i/が用いられ,その動きが認

められなくなった程上昇した (あるいは遠のいた)段

階では/'aga'i/が用いられる｡この意味的特徴は,/

nuu●i/が [+animate]に,そして/'aga'i/が [-

animate]に使用されるという特徴から当然予想され

ることである｡因に.(2a)の例文のように太陽が

のぼることができないのは,太陽は常に静的上昇をす

るからだと考えられる｡

以上のことから/nuu'i/と/'aga'i/について,吹

のようにまとめることができる｡

/nuu'i/:〈劫的な移動〉

/'aga'i/:く静的な移動〉

なお.西原方言では,

(15) 雨がアか ソタ

(16) 仕事は二時でアかソタ

(17) 噂にノポル

(18) 魚が食膳にノポル

などの慣用的表現は使用されない｡

3.おわりに

以上,西原方言の/nuu'i/と/'aga'i/について意

味分析を行ったが.これで全てが明確に記述された訳

ではない｡従って,今後はさらに明確な記述を試みる

と同時に記述方法についても考え,ひいては日本祖語

の●nabaru くのぼる)と●'agaruくあがる)の意味特徴に

関しても,比較方言学的に明らかにする必要があろう｡

LI7-


	nihongo kenkyu 3
	nihongo kenkyu 3


